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【修士設計概要書】 
 
 1 背景・目的  
 2011 年 3 月 11 日に東日本一帯を襲った大震災で、巨大な津波によって太平洋沿岸の街
や集落を根こそぎ流された。このような甚大な被害に対して、国土交通省は、被災者の一
時的な居住のために、当初は約 3 万戸という試算を、最終的には約 7 万戸の仮設住宅が必
要になると拡大した。被災した岩手、宮城、福島の東北 3 県は、プレハブ建築協会との間
で締結している防災協定にもとづいて、震災後、直ちに仮設住宅の建設を発注した。しか
し、プレハブ建築協会だけでは、国が試算した必要戸数のすべてを短期間に供給すること
が難しいことが明らかとなったため、東北 3 県では、不足すると予測される仮設住宅（各
県約 5,000 戸）を、地元の建設業者による木造仮設住宅によって補うことを決定した。そ
れは、鉄骨造のプレハブ仮設住宅と違い、温かみがあり、疲弊しきった被災者にとって、
少しでも心理的快楽を与えられたに違いない。 
 以上のような背景から、本修士設計では、今後起こりうる災害の備えとして、迅速な木
造仮設住宅の供給を目指し、また、森林整備と林業活性化を図り、木材を安定供給するた
めに日常時と非常時を考慮した木材をストックの場の提案を行うことを目的とする。その
場所として、全国的に数多く点在する閉鎖後放置されたままのガソリンスタンドを対象と
する。ガソリンスタンドは外部空間が広い事から木材をストックする場所として利用がし
易い等のメリットが考えられる。 
 
2 調査・分析  
2-1 木造仮設住宅の応急性所得 
 仮設住宅にプレハブが優先される中で、他の木造仮設住宅が震災の１ヵ月後に建て始め
られたのに対して、唯一、岩手県住田町のみが４日後にすでに工事に着手していた。これ
には経緯があり、自衛隊のサマワ派遣や四川大地震など国内外で大規模災害が続発してい
たことから、町の強みである林業を活用した木造住宅キットを提案できないかとプロジェ
クトをスタートさせた。大規模災害等に備え、まとまった戸数の木造住宅キットをストッ
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図 1.敷地図 
クしておき、もしどこかで災害が起これば即応できるような仕組みを考え、大まかな設計
図も完成させ、あとは国に申請するといった段階に来ていたところで、今回の東日本大震
災が起こった。これらの経緯と町長の決断により、被災者に対していち早く、木造仮設住
宅の提供を行うことができた。 
以上のことから、来る災害に備え、木材をストックしておき、いざとなれば即応できるシ
ステムの構築が必要であることがわかる。 
 
2-2 閉鎖ガソリンスタンドを取り巻く現状 
 ガソリンスタンドは過去最大で約６万箇所あり、その数は、コンビニの 1.5 倍、郵便局
の 2.2 倍、鉄道駅の 5.5 倍に値するほど、全国に展開していた。しかし、その数は、過去
１５年連続で減少し続けている。その理由として挙げられるのは、余剰を超えた数が適正
の数に戻ろうとしていることに加え、エコカーや電気自動車の普及が最たる原因として挙
げられる。また、ガソリンスタンドの経営形態は複雑で、コンビニのように本部から指令
が与えられるのではなく、大半が個別の事業者により運営されている。それに加え、
2011 年に消防法改正により、老朽化した地下タンクの交換が義務付けられたため、個人
経営者は対応することができなくなり、そのまま閉鎖することが相次いだ。 
そのような理由から閉鎖されたガソリンスタンドの多くは放置され、よく見かけるように
フェンスで覆われたままのガソリンスタンドが多く存在する。これは、閉鎖後、建築的ハ
ードなレベルでの検討の少なさが理由で、最低限のリニューアル工事による用途転換か、
更地にし、新築を行うかの二つしかない。さらに、使われなくなった地下タンクの処理が
大変なため、双方ともに行いにくいのが現状である。 
 しかし、ここには「点在力」、「空間力」、「立地力」とメリットがあり、今回提案す
る木材ストックヤードにとって、好条件の敷地である。 
 
3 設計提案 
 来る災害に備え、仮設住宅を木造で迅速に対応できることを目指し、放置されたままの
閉鎖ガソリンスタンドに、規格化された木材と木造コンテナをストックしておく。それら
は、非常時のみ使われるのではなく、日常的にも活用されるような空間構成とする。 
 
 
3-1 対象敷地 
 大阪府池田市鉢塚 3 丁目(図 1)にある国
道 176 号線沿いのガソリンスタンドは
2014 年 4 月に閉鎖し、今もなお工事中の
フェンスに囲まれ、放置されている。この
ガソリンスタンドも、全てのガソリンスタ
ンドを６つの要因、「敷地へのアプロー
チ」、「接する道路の数」、「建屋の道路
P
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図 2.類型化 
図 3.木材ストックヤード立面パース 
との関係」、「キャノピーの建屋との関係」、 
「キャノピーを支える柱の本数」、「裏の周辺 
環境」により類型化を行なった 72 種類の内の 
1 つであり、アプローチを前面のみで接する道
路から行い、建屋は道路に対し正面に配置され、 
6 本の柱で支えられているキャノピーはその建 
屋と接合している。また、裏には住宅が多く展 
開している敷地である。（図 2） 
 これらあらゆる敷地に対応できる空間構成の手 
法が必要である。 
 
3-2 手法：閉鎖ガソリンスタンドを木材ストックヤードにコンバージョン 
 全てのガソリンスタンドにある、キャノピー下の大きな半屋外空間は、木材に適度な
光・風・水を与えながら乾燥させることができ、木材のストックヤードとして初期投資を
抑えながらも機能することができる。ここで乾燥させた木材は震災が起きたときに備え、
常時ストックされ、同時に周辺地域で建つ木造建築にはここから搬出しストックのサイク
ルを回す。また、木材ストックヤードに付随して、林業や大工の人材育成施設や周辺住民
と木造建築の接点となる場となるよう、木造コンテナにより空間構成を行う。（図 3） 
 
 
 
 
 
3-3 木造コンテナの設計 
 木材ストックヤードの空間を構成するデバイスとしてコンテナ形状を用いる。そうする
ことで、ユニットの組み合せによりあらゆる敷地にも対応することができ、また、非常時
にはそのままトラックに載せることができるのですぐ運び出し、現地で使用可能である。 
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図 5.木造コンテナ生活 図 6.復興住宅（3unit） 
図 4.縦ログ工法 
 これを木造の縦ログ工法（図 4）で形成することにより、断熱材 
構造材・仕上げ材を単一の木材で供給することができ、また、パネル
化することで容易に組み立て可能となり、木材だけでなく木造コンテ
ナもストックして非常時には両方で対応するシステムとする。フロー
としては、まず、震災が起きた後すぐに木造コンテナが搬送され、体
育館等で生活を余儀なくされている人々に少しでも熱環境が整い、プ
ライバシーが確保された木造コンテナ空間の生活（図 5）を提供する。
そして、地域の大工や建築士により建てられる木造仮設住宅に使われ
る木材をストックヤードから搬送する。その 
後、木造コンテナは回収されストックヤードに戻すか、組み合せ 
ることで安価で一時的な復興住宅（図 6）とすることも可能である。 
 
 
4 まとめ 
本研究において、来る災害に備え、仮設暮らしをより多くの人に木造で過ごしてもらうた
めに、閉鎖ガソリンスタンドに木材をストックしておく提案を行った。それは、非常時の
み活動するのではなく、日々の生活の中から木造の温かみや心理的に与える快楽を感じて
もらい、疲弊しきった仮設での暮らしを木造で提供することの重要さに気づかせることに
なるであろう。 
そしてこれは、仮設住宅の第一選択肢としてのプレハブ仮設住宅、増え続ける閉鎖後放置
されたままのガソリンスタンドや衰退し続けるわが国の林業に終止符を打つ提案となるの
ではないだろうか。 
 
